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(a) 両ニューロンの特徴 (b) 空腹時の血中 3物質の
相対的な濃度と両ニューロンの活動。
(標準生理学，本郷ら編，医学書院， 1985)
図 9
空腹によって食事をすると，たとえばラットでは摂食開始後 2-3分で血糖
値は上昇し，それによってインスリンも濃度が上昇してくる。このグルコース
とインスリンの上昇は，脂肪細胞での遊離脂肪酸の取り込みと脂肪合成を促進
させるために，遊離脂肪酸の量が減少する。グルコース濃度の上昇は，グルコー
ス受容ニューロンの活動を高め，グルコース感受性ニューロンの活動を抑制す
る。更に，遊離脂肪酸の減少の結果，グルコース受容ニユ}ロンの活動は増大
クキルコース感受性ニューロンの活動は減少する。このような両中枢ニュー
ロンの相反性活動によって，摂食が進むにつれて満腹感が発生してくると考え
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られる。そうして摂食行動が停止となる(図 9)。
摂食を引き起こす直接原因は，摂食中枢のグルコース感受性ニューロンの活
動上昇と満腹中枢のグルコース受容ニューロンの活動下降ではある。しかし，
日常生活で，味覚は総合感覚としての風味としてとらえられていることから，
視床下部の摂食中枢での視覚，嘆覚，味覚，内臓感覚の情報処理が研究されて
いる。飲食物に関する嘆覚，味覚，視覚情報及び内臓感覚情報は，脳幹，視床
や連合野を経由して，血中の液性化学情報(ブドウ糖，インスリン，遊離指肪
酸などの濃度)とともに，辺縁系と摂食中枢に入り，そこで情報処理されて空
腹感が発生する。動物は空腹になると餌をさがすが，食べられる食物の識別・
認知は，多種類の感覚の辺縁系一摂食中枢一連合野系での処理と過去の記憶と
の照合で可能となる。空腹感があるレベル以上になると，摂食中枢から淡蒼球
や脳幹をへて運動系に出力されて摂食行動がなされる。岨日爵筋や口腔内外の諸
筋をつかい阻輯運動及び鴨下運動が行なわれて摂食行動が遂行される。
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